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1970年 2月 14日生まれ Ａ型 48歳 逗子市沼間 1－8－2 

略歴: 沼間小卒業・逗子中卒業・私立横浜商工高等学校卒業（有）匂坂畳店入社  

逗子市商工会青年部部長・逗子葉山青年会議所理事長・逗子葉山建設組合青年部長

沼間小ＰＴＡ会長・逗子市ＰＴＡ連絡協議会会長・神奈川県ＰＴＡ協議会常任理事 

家族構成: 妻と長女(大学 2年) 次女(中学 2年)長男(小学 6年)   

基地対策特別委員長、予算・決算特別委員長、議会運営委員会委員長 

総務常任委員長  現在 三期目 教育民生常任委員長 所属会派 市政クラブ 

 

第２回定例会が６月８日～２６日に行われまし

た。今定例会では、平成 30 年度の一般会計補正

予算が提出され、可決されました。主な内容は、逗子市子ども・子育て支援事業計画の改訂に向けた

保護者に対するニーズ調査に係る経費として次世代育成支援対策事業を増額、小規模保育事業所の新

規開設に向けた施設整備補助に係る経費として保育所等緊急整備事業 1,836 万円を計上、逗子市内

一周駅伝競走大会開催に係る経費としてスポーツ推進事業を増額、その他の主な議案では、逗子市個

人情報保護条例の一部改正について(可決)、逗子市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部改正に

ついて(可決)、逗子市職員給与条例及び逗子市一般職の任期付職員の採用等に関する一部改正につい

て(可決)、逗子市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について(可決)、逗

子市市税条例の一部改正について(可決)、逗子市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

(可決)、監査委員の選任について(可決)、その他、意見書案、陳情の審議がされました。 

 

                  

病 床 確 保 の 可 能 性 

今年度中の増床申請について期待していました

が、三浦半島地区保健医療福祉推進会議におい

て、現在、既存の病院が持つ未稼働の病床が349 

床あることから、「病床は不足していない」との

意見が出され、残念ながら今年度中の増床の目途

は立たなくなりました。一方、県の地域医療構想

では、団塊世代が全て75 歳になる2025 年まで

に、三浦半島で病床が773 床不足すると予測され

ています。県は、三浦半島について、毎年最新の

人口と病床利用率を基に再計算し、病床数の見直

しを検討することとしており、今後、病床確保の

可能性はあると考えていますが、まだ不確定要素

が多いと考えます。ちなみに、今回適用された算

定基準を用いても、県は、2020年に三浦半島で196 

床の病床が不足すると試算しています。 

病 床 の 機 能 

現在、医療法人社団 葵会に配分されている109 

床のうち、救急に対応する急性期病床は24 床に

とどまっています。今後、急性期病床がどれだけ

配分されるかは、地区の推進会議で決定されます

が、配分結果によって、病院が担える機能は変わ

ってきます。難題が、病院の機能は自由には決め

られないということです。 

人口１万人当たりの入院ベッド数（病床数） 



  

 

○これまでの検討状況について 

29 年度にＪＲ東逗子駅前用地活用事業プロジェ

クトチーム設置され、庁内での検討の結果、2 つ

のパターンで報告書がまとまりました。 

パターン①:再配置検討公共施設の全てを集約

(沼間小学校区コミュニティセンター・子育て 

支援センター・ファミリーサポートセンター・

放課後児童クラブ・親子遊びの場・福祉会館・

高齢者センター・東逗子駅前公衆便所) 

パターン②:シティプロモーション及び 

民間施設による活性化等勘案し集約  

(パターン①の福祉会館・高齢者センターを

除いた 子育て系を中心とした施設) 

○今後の予定ついて 

事業を具体化していくにあたっては、地域の住

民等の意見を十分に聴きとってニーズを把握す

ることが重要です。今年の 11 月か 12 月位に地

域ニーズ調査を地域住民、周辺商店会、商工会

等の関連機関に実施予定。公共施設の配置並び

に民間資本活用による様々な機能の検討を 30 年

度実施して、基本構想の案を取りまとめていく。 

○市民の憩いの広場として 

施設整備にあたっては、これまでの広場として

の機能を十分確保することを要望しています。 

Ｑ登下校の安全対策、市に要望しているけど 

その後どうなっているの？ 

Ａ 現在、ＰＴＡ等からの要望を一括として学校

教育課で受け付けし、市の道路管理者、交通安

全所管、県の道路管理者、逗子警察交通安全課

及び学校教育課でそれぞれ担当している要望

について点検を行い、各所管で優先順位をつけ

て対応しています。 

Ｑ実現性はどの程度あるの? 

Ａ 道路標示、安全ポールの設置等はありますが、 

  ガードフェンス、ガードパイプ等は法的な 

規制等もあり、設置が難しい所も多いです。 

 

小中学校への防災ヘルメットに導入ついて

は、東日本大震災以降、各地で起きている主に

地震への備えとして、従来の防災頭巾よりもさら

に安全性を高める目的で、小中学校へ防災ヘルメ

ット導入を教育委員会に求めてきました。現在、

市内小学校ＰＴＡの主導で、市内４小学校が導入

されました。しかしながら中学校では、防災ヘ

ルメットどころか防災頭巾もありません。生徒

の安全性を高めるために、防災ヘルメット導入

できるように要望しているところです。 

 

沼間小学校の保護者の方々から通学路の 

安全対策として、県道24号線に横断防止 

柵の設置の要望を受け、近藤県議会議員 

の協力いただき実現しました。 

(沼間小入口から福祉会館入口 

までの逗子行き方面側) 
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